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通級指導経験者研修会

言語通級指導における発音指導の在り方

ー構音指導の基礎ー



今日の内容
１ 音節の構成

２ 母音と子音

３ 正しい構音の仕方

４ 構音指導について

５ 指導終了の目安



１ 音節の構成
音節：日本語の音の最小単位

原則仮名１文字１音節

音節構造：７種類

①単母音(母音 アイウエオ)
②直音節(子音＋母音)
③拗音節(子音＋半母音＋母音)
④半母音音節(半母音＋母音 ヤユヨワ)
⑤～⑦特殊音節(撥音、促音、長母音)





２ 母音と子音
母音：呼気障害を伴わない音

｢ａ･ｉ･ｕ･ｅ･ｏ｣ の５音

子音：呼気障害のある音

子音の数

２８

構音位置
構音様式
無声音か有声音





☆母音(ア～オ)

☆子音
(カ行音～ワ行音)

３ 正しい構音の仕方



母音(ア)

構音の要点
①構音点
奥舌の奥部とそれに
向かい合う咽喉壁
②顎角 大開き
③唇形 大きな円口

前歯が見える
④舌位 全体が平ら



母音(イ)

構音の要点
①構音点
中舌と硬口蓋の前部
②顎角 小開き
③唇形 平口

前歯が見える
④舌位 中舌を盛り上

げ硬口蓋に接近



母音(ウ)

構音の要点
①構音点
奥舌と軟口蓋の前部
上下両唇の狭まり
②顎角 小開き
③唇形 円口前に出す
④舌位 奥舌を盛り上

げ硬口蓋に接近



母音(エ)

構音の要点
①構音点
中舌と硬口蓋の中部
②顎角 中開き
③唇形 平口

前歯が見える
④舌位 中舌を盛り上

げ硬口蓋に接近



母音(オ)

構音の要点
①構音点
奥舌と軟口蓋の前部
②顎角 中開き
③唇形 円口 縦横に

も広げる
④舌位 奥舌が軟口蓋

中部に接近



子音ｋ：軟口蓋無声破裂音

カ行音(カ､キ､ク､ケ､コ)

構音の要点
①構音点
軟口蓋と奥舌
②息使い
破裂して出る



①前舌を下げたまま奥舌を
盛り上げ、息を止める。

②奥舌を下げて閉鎖を破り、
息(無声音の母音)を出す。

③カ行音(無声音)になる。

④無声音に母音を続ける。

☆発音の仕方



サ行音(サ､スィ､ス､セ､ソ)

子音ｓ：歯裏無声摩擦音

構音の要点
①構音点
前舌と歯裏
②息使い
摩擦して出る



①舌先を下歯裏に付け、前舌
を盛り上げる。

②口の開きを小さくし、舌中
線に沿って門歯裏の一点に
集中して息を出す。→ｓ

③下顎を下げて母音を続ける。

☆発音の仕方



シャ行音
(シャ､シ､シュ､シェ､ショ)

子音∫：奥歯茎無声摩擦音

構音の要点
①構音点
前舌と奥歯茎
②息使い
摩擦して出る



①前舌を上げ奥歯茎に近づけ
る。

②口の開きを小さくし、舌の
中央に沿って上前歯４本に
吹き付ける。→∫

③下顎を下げて母音を続ける。

☆発音の仕方



タ行音(タ､ティ､ツゥ､テ､ト)

子音ｔ：中歯茎無声破裂音

構音の要点
①構音点
前舌と中歯茎
②息使い
破裂して出る



①前舌を上げ舌先を中歯茎に
付け気息の通路を閉鎖する。

②口腔内の息の圧力を高め、
前舌を下げて閉鎖を破ると
破裂性の息が出る。 →ｔ

④息に母音を続ける。

☆発音の仕方



チャ行音
(チャ､チ､チュ､チェ､チョ)

子音t∫：奥歯茎無声破擦音

構音の要点
①構音点
前舌と奥歯茎
②息使い
破擦して出る



①前舌を上げ舌先を中歯茎に
付け気息の通路を閉鎖する。

②口腔内の息の圧力を高め、
前舌を下げて閉鎖を破ると
同時に∫を続ける。 →t∫

④母音を続ける。

☆発音の仕方



ツァ行音
 (ツァ､ツィ､ツ､ツェ､ツォ)

子音ts：前歯茎無声破裂音

構音の要点
①構音点
前歯茎と舌先
②息使い
破裂と摩擦



①前舌を上げ舌先を中歯茎に
付け気息の通路を閉鎖する。

②口腔内の息の圧力を高め、
前舌を下げて閉鎖を破ると
同時にｓを続ける。 →ts

④母音を続ける。

☆発音の仕方



子音ｎ：中歯茎閉鎖通鼻音

ナ行音(ナ､ニ､ヌ､ネ､ノ)

構音の要点
①構音点
中歯茎と舌先
②息使い
鼻腔を通す



①前舌を上げ舌先を中歯茎に
付け口を閉鎖する。

②閉鎖したまま鼻音を出す。

③鼻音のまま舌先を下げて、
口から音を出す。

④鼻音を止め母音を続ける。

☆発音の仕方



子音ｍ：両唇閉鎖通鼻音

マ行音(マ､ミ､ム､メ､モ)

構音の要点
①構音点
両唇
②息使い
鼻腔を通す



①前舌を上げ舌先を中歯茎に
付け口を閉鎖する。

②閉鎖したまま鼻音を出す。

③鼻音のまま舌先を下げて、
口から音を出す。

④鼻音を止め母音を続ける。

☆発音の仕方



子音ｈ：咽腔口腔無声摩擦音

ハ行音(ハ､ヘ､ホ)

構音の要点
①構音点
咽腔口腔の周壁
②息使い
軽い摩擦



①それぞれの母音(ア､エ､オ)
の口の構えを作る。

②息を吐き出すと、口腔及び
咽腔の周壁で軽い摩擦をお
こし息の音になって出る。

③息の音に母音を続ける。

☆発音の仕方



ヒャ行音
(ヒャ､ヒ､ヒュ､ヒェ､ヒョ)

子音 ：硬口蓋無声摩擦音

構音の要点
①構音点
硬口蓋と中舌
②息使い
軽い摩擦



①イに近い口構えで、前舌を
下げ、中舌を盛り上げる。

②息を吹き出すと、盛り上げ
た中舌の最高点と硬口蓋の
間で軽く摩擦され出てくる。

③息に母音を続ける。

☆発音の仕方



ファ行音
(ファ､フィ､フ､フェ､フォ)

子音Ｆ：両唇無声摩擦音

構音の要点
①構音点
上唇と下唇
②息使い
軽い摩擦



①唇を前に突き出し、ウの口
より上下両唇を近づける。

②息を吹き出すと、両唇の狭
まりで摩擦されて出てくる。

③息に母音を続ける。

☆発音の仕方



子音ｊ:硬口蓋前部有声摩擦音

ヤ行音(ヤ､イ､ユ､エ､ヨ)

構音の要点
①構音点
硬口蓋前部と中舌
②息使い
軽い摩擦



①イの口構えのように、前舌
を上げ、中舌を盛り上げる。

②声を出すと、盛り上げた中
舌と硬口蓋前部との間で軽
く摩擦され出てくる。

③その声に母音を続ける。

☆発音の仕方



子音 ：中歯茎弾音

ラ行音(ラ､リ､ル､レ､ロ)

構音の要点
①構音点
中歯茎と舌先
②息使い
流動する



①舌先を上げて、上前歯の
歯茎に付ける。

②声(母音)を出しながら、
歯茎をたたくように舌先
を下ろす。

③母音を続ける。

☆発音の仕方



ワ行音
(ワ､ウィ､ウ､ウェ､ウォ)

子音ｗ：両唇有声摩擦音

構音の要点
①構音点
両唇及び
軟口蓋前部と中舌
②息使い
軽い摩擦



①唇全体を小さな丸口にし、
ウの口より両唇を近づける。

②奥舌を盛り上げ軟口蓋前部
に近づけ声を出すと、奥舌
と軟口蓋前部及び両唇で摩
擦され出てくる。

③この声に母音を続ける。

☆発音の仕方



４ 構音指導について

構音指導の前に、

教師のフィードバックが重要

｢聞き取り｣｢聞き分け｣の力を

構音の習得に差が出る



構音指導の手順

①単音での指導

②音節での指導

③音節での定着指導

④単語での練習

⑤文章･会話での練習

構音指導

狭義の

定着指導



母音の指導

○舌や唇の形(口形)に注意

・区別がつくように意識付け

・その子に無理のない口形で

 イ エ ア  オ ウ



子音の指導

○構音点を確実につかませる

・個々により構音点がずれる

○子音単独でははっきりしない時も

・耳(音)と目(舌遣い)で確認する



音節での指導

○｢子音＋母音｣の練習を繰り返す

・「渉り音」を確実に

○うまくできた時を見逃さない

・大いにほめる(確実なﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ)

・単調で飽きる、工夫が必要

・舌遣いの似た音からも



★重要なこと

正しい舌遣い 正しい息遣い＋

正しい音が出る

｢キ｣と言わなくとも｢キ｣になる



５ 指導終了の目安

実際は段階ごとに基準を設定

指導終了の目安(私の)

①音読で95％以上正しく発音

②指摘されたらすぐ正しく発音

100％改善を目指すが････!!



最後に

ご静聴ありがとうございました。

参考文献及び写真・図の引用
濱崎健治著「正しい構音と発音 臨床音声学の理論と実際」


